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は
じ
め
に

　

能
〈
道
成
寺
〉
は
、『
道
成
寺
縁
起
』
を
も
と
に
作
ら
れ
、
そ
の
後
日
譚
と
し
て
物
語
が
展

開
す
る
。
道
成
寺
の
鐘
供
養
の
日
、
一
人
の
白
拍
子
が
結
縁
の
た
め
に
と
道
成
寺
へ
向
う
。
し

か
し
供
養
の
庭
は
、
訳
あ
っ
て
女
人
禁
制
と
な
っ
て
お
り
、
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ

こ
で
、
白
拍
子
は
供
養
の
た
め
に
舞
を
披
露
す
る
と
交
渉
し
、
供
養
の
庭
へ
立
ち
入
る
こ
と
を

許
さ
れ
る
。
白
拍
子
の
舞
い
が
進
む
に
つ
れ
、
見
物
し
て
い
た
人
々
は
眠
り
、
白
拍
子
は
そ
の

隙
に
鐘
の
中
へ
飛
び
込
む
。
前
場
の
眼
目
は
、
白
拍
子
の
舞
、
そ
し
て
鐘
入
り
で
あ
る
。〈
道

成
寺
〉
の
白
拍
子
舞
は
、
乱
拍
子
と
急
ノ
舞
と
で
構
成
さ
れ
る
。
長
く
間
を
持
た
せ
た
小
鼓
の

鋭
い
掛
声
と
音
色
、爪
先
や
踵
を
上
げ
下
げ
す
る
シ
テ
の
足
遣
い
と
足
拍
子
が
中
心
と
な
っ
て
、

笛
の
ア
シ
ラ
イ
が
要
所
を
彩
る
乱
拍
子
は
、
急
ノ
舞
へ
向
け
て
緊
張
感
を
高
め
る
特
殊
な
舞
事

で
あ
る
。

　

こ
の
〈
道
成
寺
〉
乱
拍
子
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
新
作
上
演
の
習
慣
の
あ
っ
た
多
武
峰
八
講

猿
楽
の
場
で
、
金
春
座
の
大
夫
と
小
鼓
打
ち
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
舞
と
の
指
摘
が
な
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
時
の
大
夫
が
誰
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
諸
説
揺
れ
が
あ
る
も
の
の
、
小
鼓

打
ち
に
つ
い
て
は
知
徳
権
守
と
す
る
説
が
多
く
見
ら
れ
、
有
力
視
さ
れ
て
い
る

（
1
）。

こ
う
し
た
特

殊
な
成
立
事
情
を
も
つ
〈
道
成
寺
〉
乱
拍
子
で
あ
る
か
ら
、
秘
伝
の
継
承
に
と
っ
て
、
そ
の
伝

授
が
「
い
つ
誰
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
」
と
い
う
こ
と
が
、
他
の
舞
事
と
比
べ
重

要
視
さ
れ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
伝
授
の
経
緯
が
明
確
で
あ
る
こ
と
が
伝
承
の
確
か
さ
を

証
明
す
る
一
番
の
根
拠
と
な
り
得
る
か
ら
だ
。

　

本
稿
で
は
、
金
春
大
夫
家
と
小
鼓
幸
家
の
乱
拍
子
伝
授
を
め
ぐ
る
説
を
扱
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の

家
の
由
緒
書
、
ま
た
は
書
上
を
見
る
と
、
両
家
の
乱
拍
子
伝
授
の
淵
源
と
な
る
人
物
に
つ
い
て

は
一
致
す
る
の
だ
が
、
そ
の
伝
授
が
い
つ
な
さ
れ
た
の
か
と
い
う
、
秘
伝
の
継
承
に
と
っ
て
重

要
な
情
報
が
異
な
っ
て
い
る
の
だ
。は
た
し
て
ど
ち
ら
の
説
の
蓋
然
性
が
高
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

両
家
の
説
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
乱
拍
子
伝
授
の
時
期
を
で
き
る
限
り
絞
込
む
こ
と
を

目
的
と
し
て
考
察
を
進
め
た
い
。〈
道
成
寺
〉乱
拍
子
を
め
ぐ
っ
て
は
、実
に
さ
ま
ざ
ま
な
言
説
・

伝
承
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
を
網
羅
的
に
整
理
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
乱
拍

子
に
ま
つ
わ
る
伝
承
の
全
貌
を
把
握
す
る
た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
る
。

一
、
金
春
家
と
幸
家
の
結
び
つ
き
諸
説

　

金
春
・
幸
家
の
伝
承
を
そ
れ
ぞ
れ
見
る
前
に
、
こ
の
両
家
の
乱
拍
子
を
め
ぐ
る
関
係
性
が
一

般
的
に
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
お
さ
え
て
お
こ
う
。

　

Ａ
『
道
成
寺
習
之
口
伝
書
』（
能
楽
研
究
所
蔵
）

一
、
小
鼓
ハ
幸
小
左
衛
門
方
、
大
倉
長
右
衛
門
方
、
二
や
う
あ
る
也
。
此
外
に
今
春
流
の

能
〈
道
成
寺
〉
乱
拍
子
の
伝
承
を
め
ぐ
る
一
考
察
│
金
春
大
夫
家
と
小
鼓
幸
家
の
関
わ
り
を
中
心
に
│

人
文
科
学
研
究
科　

日
本
文
学
専
攻

博
士
後
期
課
程
３
年　
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打
や
う
あ
り
。
右
両
方
と
ハ
、
こ
と
の
ほ
（
マ
マ
）違

イ
、
中
〳
〵
六
ケ
敷
物
也
。
鼓
打
共
か
つ
て

し
ら
ぬ
也
。
一
子
相
傳
な
れ
は
、
傳
受
ハ
な
ら
す
、
も
は
や
す
た
れ
た
る
也
。
幸
方
ニ
今

春
と
名
乗
て
打
候
得
共
、
中
〳
〵
左
様
ニ
ハ
無
也
。

　

Ｂ
『
隣
忠
見
聞
集

（
2
）』

…
観
世
宝
生
は
上
懸
り
故
新
九
郎
流
よ
り
道
成
寺
を
打
ち
、
喜
多
金
剛
は
幸
家
よ
り
乱
拍

子
相
伝
の
子
細
は
、
幸
の
元
祖
は
今
春
家
の
古
へ
七
太
夫
の
内
の
一
人
な
り
、
昔
今
春
の

聟
に
て
聟
引
出
物
に
乱
拍
子
を
譲
り
し
由
、
末
に
至
り
太
夫
を
や
め
小
鼓
に
な
り
し
と
も

聞
く
。
又
能
は
幸
太
夫
き
り
に
て
、
其
子
小
鼓
打
に
な
り
今
春
の
座
附
に
な
り
、
道
成
寺

は
幸
な
ら
で
は
打
た
せ
ず
。
…

　

Ａ
は
、
奥
書
に
「
右
一
冊
之
抜
書
者
大
蔵
家
之
以
本
／
書
写
之
畢
全
他
見
努
々
不
可
／
有
之

物
也
／
戌
ノ
卯
月
上
旬
／
羽
林
吉
（
花
押
）」
と
あ
り
、
伊
達
吉
村
（
仙
台
藩
五
代
当
主
）
が
、

仙
台
藩
お
抱
え
の
金
春
家
分
家
で
あ
る
大
蔵
家
の
本
を
書
写
し
た
も
の
で
、奥
書
か
ら
享
保
三
、

十
五
年
、
ま
た
は
寛
保
三
年
の
い
ず
れ
か
に
書
写
さ
れ
た
伝
書
と
み
ら
れ
る

（
3
）。

Ｂ
は
、
紀
伊
藩

お
抱
え
能
役
者
で
あ
っ
た
徳
田
藤
左
衛
門
隣
忠
が
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
記
し
た
、
各
流

の
乱
拍
子
相
伝
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。

　

Ａ
の
内
容
を
見
て
み
よ
う
。
幸
小
左
衛
門
と
大
倉
長
右
衛
門
、
小
鼓
の
家
で
二
通
り
の
乱
拍

子
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
と
は
別
に
、
難
易
度
の
高
い
金
春
流
の
〈
道
成
寺
〉
専
用
の

打
ち
方
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
し
か
し
、
そ
の
金
春
流
の
打
ち
方
は
一
子
相
伝
だ
っ
た
た

め
、
他
に
伝
わ
る
こ
と
は
な
く
廃
れ
た
。
幸
家
の
乱
拍
子
は
、
金
春
の
打
ち
方
と
称
し
て
打
つ

が
、
正
し
い
伝
承
で
は
な
い
と
す
る
の
が
、
金
春
大
蔵
家
の
説
で
あ
る
。

　

幸
家
の
伝
承
に
つ
い
て
否
定
的
な
見
方
で
は
あ
る
が
、
幸
家
と
金
春
家
の
結
び
つ
き
を
示
す

ひ
と
つ
の
資
料
と
言
え
よ
う
。

　

Ｂ
に
は
、
観
世
と
宝
生
は
上
掛
リ
で
あ
る
か
ら
観
世
新
九
郎
流
が
〈
道
成
寺
〉
を
打
つ
と
あ

る
。
ま
た
、
喜
多
と
金
剛
が
幸
家
か
ら
乱
拍
子
を
相
伝
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
そ
の
昔
、

幸
家
の
初
代
は
「
今
春
家
の
古
へ
七
太
夫

（
4
）」（

金
春
の
連
大
夫
、
七
人
の
う
ち
の
一
人
）
で
、

そ
の
人
物
が
金
春
家
の
婿
に
な
っ
た
際
、
引
き
出
物
と
し
て
乱
拍
子
が
相
伝
さ
れ
た
こ
と
に
あ

り
、
彼
は
晩
年
に
な
り
大
夫
を
や
め
て
小
鼓
方
に
な
っ
た
と
の
説
が
あ
る
。
大
夫
で
あ
っ
た
の

は
初
代
幸
大
夫
ま
で
で
、
そ
の
子
は
金
春
座
付
の
小
鼓
方
と
な
り
、
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
金
春

流
の
〈
道
成
寺
〉
は
幸
流
に
し
か
打
た
せ
な
い
の
だ
、
と
隣
忠
は
記
す
。

　
「
道
成
寺
は
幸
な
ら
で
は
打
た
せ
ず
」
と
い
う
口
ぶ
り
は
か
な
り
強
い
も
の
だ
が
、
こ
の
よ

う
な
結
び
つ
き
が
あ
る
な
ら
ば
理
解
で
き
る
。

　

以
上
の
資
料
か
ら
、〈
道
成
寺
〉
乱
拍
子
伝
授
を
め
ぐ
る
金
春
家
と
幸
家
の
関
わ
り
は
、
当

事
者
で
あ
る
両
家
の
間
で
の
内
々
の
約
束
事
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
伊
達
吉
村
や
徳
田
藤
左

衛
門
隣
忠
の
耳
に
入
る
ほ
ど
に
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
説
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
、
金
春
家
と
幸
家
の
主
張

　

金
春
家
に
お
い
て
幸
家
へ
の
〈
道
成
寺
〉
乱
拍
子
相
伝
の
経
緯
は
、
ど
の
よ
う
に
伝
承
さ
れ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
は
じ
め
に
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
竹
田
権
兵
衛
広
貞
の
奥
書
を
持

つ
『
金
春
家
祖
先
並
藝
傳
來
之
由
緒
帳

（
5
）』　（

以
下
、『
由
緒
帳
』
と
略
称
す
る
。）
の
金
春
七
郎

氏
昭
宗
瑞
の
条
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
春
大
夫
七
郎
喜
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
名
宗
瑞
。
喜
照
、
又
氏
照
と
も
申
候
。

元
安
家
督
相
続
仕
候
。
此
者
迄
は
、
代
々
藝
之
術
、
六
根
自
在
の
名
人
、
殊
に
喜
照
儀
、

極
老
に
及
候
迄
、
自
由
に
相
務
候
。
異
国
人
の
賞
美
仕
候
よ
り
、
大
七
郎
と
も
、
大
太
夫

と
も
、
呼
申
候
。
此
時
分
よ
り
、
座
之
者
闕
申
候
而
、
或
は
弟
子
、
ま
た
は
白
人
加
り
申
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候
旨
に
御
座
候
。
此
所
に
下
げ
札
有
。
京
都
光
源
院
殿
、
将
軍
宣
下
御
祝
儀
御
能
、
道
成
寺
被
仰
附
時
、
金
春
座
小
鼓

打
美
濃
権
守
相
果
、
伜
次
郎
太
夫
太
鼓
打
に
相
成
候
故
、
道
成
寺
調
不
申
候
。
依
之
幸
四
郎
次
郎
と

申
者
、
金
春
流
道
成
寺
之
囃
子

様
を
、
七
郎
氏
照
指
南
仕
候
。

傍
線
部
に
、
光
源
院
（
足
利
義
輝
）
の
将
軍
宣
下
祝
儀
能
に
お
い
て
、〈
道
成
寺
〉
を
仰
せ
付

け
ら
れ
た
際
、
美
濃
権
守
（
与
五
郎
吉
久
）
は
没
し
て
い
て
、
そ
の
息
子
の
次
郎
大
夫
（
似
我

与
左
衛
門
国
広
）
は
太
鼓
方
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
七
郎
氏
昭
（
宗
瑞
）
は
〈
道
成
寺
〉
を
上

演
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
り
、
そ
こ
で
幸
四
郎
次
郎
へ
金
春
流
の
〈
道
成
寺
〉
の
鼓

を
「
指
南
」
し
た
由
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
時
代
は
大
き
く
下
る
が
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
奥
書
の
金
春
安
住
筆
『
幸
家
道

成
寺
一
件
申
述
候
覚
』（
般
若
窟
文
庫
蔵
）
に
も
、「
室
町
殿
御
代
之
末
、
光
源
院
殿
将
軍　

宣

下
御
祝
義
之
能
之
砌
、
道
成
寺
金
春
大
夫
へ
被
仰
付
候
へ
共
、
道
成
寺
乱
拍
子
可
打
小
鼓
絶
而

無
之
ニ
付
、幸
先
祖
へ
忝
乱
拍
子
実
傳
迄
金
春
大
夫
よ
り
傳
授
し
て
無
滞
相
済
申
候
。」と
あ
り
、

美
濃
権
守
の
名
は
見
え
な
い
も
の
の
、
光
源
院
将
軍
宣
下
祝
儀
能
の
際
に
、〈
道
成
寺
〉
を
打

て
る
小
鼓
が
絶
え
て
い
た
た
め
四
郎
次
郎
に
相
伝
し
た
と
、『
由
緒
帳
』
と
同
様
の
伝
承
が
見

え
る
。
安
住
は
「
実
傳
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、
そ
の
正
統
性
を
強
調
す
る
。

　

つ
ま
り
、
金
春
大
夫
家
で
は
幸
家
へ
の
乱
拍
子
伝
授
を
義
輝
の
将
軍
宣
下
祝
儀
能
の
際
の
こ

と
と
し
て
伝
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
幸
家
へ
の
乱
拍
子
伝
授
に
関
わ
る

資
料
で
、
前
掲
『
由
緒
帳
』
よ
り
古
い
も
の
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
幸
家
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
の
か
。『
享
保
六
年
書
上

（
6
）』（

一
七

二
一
）「
一
、
蘭
拍
子
之
儀
、
鼓
方
よ
り
太
夫
江

伝
授
致
候
哉
之
事
」
と
あ
り
、
若
年
寄
石
川

近
江
守
総
茂
か
ら
乱
拍
子
を
大
夫
へ
伝
授
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
問
が
出
さ
れ
、
幸
清
次
郎
は

乱
拍
子
を
大
夫
へ
相
伝
す
る
こ
と
の
い
わ
れ
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
読
解
の
便
宜
上
、
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
に
分
け
て
、
お
お
ま
か
に
内
容
を
意
訳
す
る
。

一
、
乱
拍
子
太
夫
江

伝
授
仕
候
事
。（
Ａ
）

古
代
、
近
衛
様
南
都
春
日
江

御
下
向
被
レ

成
、
一

乗
院
江
御
出
被
レ
成
、
寺
門
よ
り
金
春
大
七
郎
を
被
レ
召
、
能
被
二
仰
付
一
候
。
近
衛
様
よ
り

道
成
寺
御
所
望
被
レ

成
候
。
小
鼓
之
儀
、
其
節
外
ニ
も
御
座
候
中
ニ
、
先
祖
四
郎
次
郎
相

勤
申
候
様
ニ
、
大
七
郎
願
候
而
、
則
四
郎
次
郎
被
二

仰
付
一
、
申
合
、
相
勤
申
候
。
道
成

寺
之
能
此
時
初
而
御
座
候
由
申
伝
候
。
依
レ
之
、（
Ｂ
）
外
之
下
掛
り
道
成
寺
乱
拍
子
、
不
レ

慥
義
候
ニ
付
、先
祖
よ
り
（
今
以
）
乱
拍
子
伝
授
仕
来
申
候
。（
Ｃ
）
右
近
衛
様
・
一
乗
院
様
、

何
之
御
時
代
ニ
御
座
候
哉
。
先
祖
五
郎
次
郎
留
置
申
候
家
書
ニ
御
座
候
故
、
申
伝
候
通
申

上
候
。

（
Ａ
）
近
衛
様
の
南
都
春
日
社
へ
の
御
下
向
の
際
、
金
春
大
七
郎
（
宗
瑞
）
に
、
近
衛
様
所
望

の
〈
道
成
寺
〉
が
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
宗
瑞
は
、
他
に
も
小
鼓
方
が
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
四

郎
次
郎
の
鼓
で
勤
め
る
こ
と
を
願
い
出
た
の
で
、
四
郎
次
郎
は
命
ぜ
ら
れ
、
申
合
せ
を
し
て
勤

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
が
、
金
春
家
と
幸
家
と
で
勤
め
る
〈
道
成
寺
〉
の
は
じ
め
で
あ

っ
た
。

（
Ｂ
）
右
の
通
り
、
幸
家
の
乱
拍
子
は
宗
瑞
以
来
の
由
緒
正
し
い
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
他

の
下
掛
リ
の
乱
拍
子
は
伝
承
が
不
確
か
な
の
で
、
代
々
幸
家
か
ら
伝
授
が
な
さ
れ
て
き
た
。

（
Ｃ
）こ
の
と
き
の
近
衛
様
と
一
乗
院
様
は
だ
れ
で
あ
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、五
郎
次
郎（
四

郎
次
郎
の
息
子
）
が
残
し
た
書
物
に
あ
っ
た
通
り
書
き
上
げ
た
。

　

幸
家
で
は
、
乱
拍
子
伝
授
の
時
期
を
、
年
代
不
明
で
は
あ
る
が
、
近
衛
様
が
南
都
へ
下
向
さ

れ
た
時
の
こ
と
と
す
る
。

　

以
上
、
両
家
の
伝
承
を
概
観
し
た
。
両
家
と
も
に
、
宗
瑞
か
ら
四
郎
次
郎
へ
伝
授
が
な
さ
れ

た
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
た
が
、
金
春
家
で
は
「
指
南
」
し
た
と
す
る
の
に
対
し
、
幸
家
で

は
「
申
合
せ
」
を
し
て
勤
め
た
と
し
、
若
干
表
現
が
異
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
主
張
が
見
て

取
れ
る
よ
う
で
、
興
味
深
い
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
秘
伝
の
伝
承
に
と
っ
て
重
要
な
情
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報
と
思
わ
れ
る
、
伝
授
が
な
さ
れ
た
時
期
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
金
春
家
で
は
「
光
源
院

殿
将
軍
宣
下
御
祝
儀
御
能
」
の
際
と
し
、
幸
家
で
は
「
近
衛
様
南
都
春
日
江
御
下
向
」
の
際
と

す
る
。
は
た
し
て
ど
ち
ら
の
説
が
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
両
家
の
説
を
他
の
資
料
と
合
わ
せ
つ

つ
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
し
く
見
て
み
る
。

三
、
金
春
家
に
お
け
る
伝
承
の
検
証

　

光
源
院
は
、
室
町
幕
府
第
十
三
代
将
軍
の
足
利
義
輝
で
、
義
輝
は
天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）

十
二
月
に
元
服
し
、将
軍
職
に
つ
く
。
そ
の
際
の
記
録
に
『
光
源
院
殿
御
元
服
記

（
7
）』（

以
下
、『
元

服
記
』
と
略
称
す
る
。）
が
あ
り
、十
二
月
二
十
二
日
条
に
は
祝
儀
能
の
番
組
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、  

同
日
御
能
組
之
事
。
高
砂
。
観
世
太
夫
。
田
村
。
同
。
野
宮
。
金
春
太
夫
。
大
会
。
観
世
。

東
岸
居
士
。
同
。
舎
利
。
観
世
。
道
成
寺
。
金
春
。
羽
衣
。
観
世
。
山
婆
。
金
春
八
郎
。

殺
生
石
。
金
春
長
正
。
鶏
立
田
。
観
世
。
芭
蕉
。
同
。
岩
船
。
同
。
松
虫
。
同
。
猩
々
。
同
。

　
　

以
上
十
五
番
。
及
二
日
出
一
終
也
。

観
世
金
春
、
両
座
の
出
勤
で
観
世
十
一
番
、
金
春
四
番
の
計
十
五
番
の
能
が
催
さ
れ
て
い
る
。

金
春
の
演
目
を
見
る
と
、〈
野
宮
〉「
金
春
太
夫
」、〈
道
成
寺
〉「
金
春
」、〈
山
婆
〉「
金
春
八
郎
」、

〈
殺
生
石
〉「
金
春
長
正
」
の
四
番
で
、〈
山
姥
〉
を
演
じ
た
金
春
八
郎
は
、
宗
瑞
の
子
で
あ
る

喜
勝
（
笈
蓮
）。〈
殺
生
石
〉
の
金
春
長
正
は
、
喜
勝
の
長
男
で
あ
る
。

　
〈
山
姥
〉
の
八
郎
、〈
殺
生
石
〉
の
長
正
は
問
題
な
い
と
し
て
、〈
野
宮
〉
の
金
春
大
夫
と
〈
道

成
寺
〉
の
金
春
は
だ
れ
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。『
証
如
上
人
日
記
』
天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）

三
月
十
六
日
条
に
「
金
春
大
夫
于
レ

時
八
郎
」
と
あ
り
、
天
文
九
年
に
は
喜
勝
が
大
夫
と
な
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

（
8
）。

と
す
る
と
、
天
文
十
五
年
の
大
夫
は
八
郎
の
は
ず

で
あ
る
が
、
右
の
記
事
で
は
「
八
郎
」
と
「
金
春
太
夫
」
を
別
人
と
見
え
な
く
も
な
い
。
こ
の

と
き
、
八
郎
以
外
で
大
夫
と
呼
ば
れ
得
る
と
す
れ
ば
、
前
の
大
夫
の
宗
瑞
だ
ろ
う
。〈
道
成
寺
〉

を
八
郎
喜
勝
が
演
じ
た
か
、
宗
瑞
が
演
じ
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
シ
テ
が
ど
ち
ら
で
あ
っ
て

も
『
由
緒
帳
』
に
あ
っ
た
宗
瑞
が
四
郎
次
郎
に
乱
拍
子
を
指
南
し
た
と
い
う
内
容
と
は
矛
盾
し

な
い
。
自
分
が
シ
テ
を
勤
め
な
く
て
も
、
息
子
喜
勝
の
〈
道
成
寺
〉
の
た
め
に
、
宗
瑞
が
四
郎

次
郎
に
指
南
し
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　

前
掲
『
由
緒
帳
』
が
言
う
よ
う
に
、
足
利
義
輝
の
将
軍
宣
下
祝
儀
能
に
お
い
て
〈
道
成
寺
〉

が
演
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
金
春
が
勤
め
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
四
郎
次
郎
が
こ
の

時
〈
道
成
寺
〉
の
小
鼓
を
勤
め
た
か
に
つ
い
て
は
、『
元
服
記
』
に
囃
子
方
に
関
す
る
記
載
は

な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
に
も
ふ
れ
た
が
、
金
春
家
に
お
い
て
幸
家
へ
の
乱
拍
子
伝
授
に
関
わ
る
記
事

は
、『
由
緒
帳
』
よ
り
古
い
資
料
は
見
出
せ
ず
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
作
ら
れ
た
金
春
家
の
系

図
は
、
広
貞
作
を
も
っ
て
そ
の
嚆
矢
と
な
る
。
と
す
る
と
、
系
図
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、

広
貞
が
さ
ま
ざ
ま
な
伝
書
を
博
捜
す
る
中
で
、
家
蔵
の
番
組
な
ど
か
ら
義
輝
の
将
軍
宣
下
祝
儀

能
で
〈
道
成
寺
〉
の
演
能
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
宗
瑞
か
ら
四
郎
次
郎
へ
の
乱
拍
子
伝
授
を

こ
の
と
き
の
こ
と
と
考
え
、『
由
緒
帳
』
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
系
図
を
作
り
上
げ
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

次
に
、
広
貞
が
作
成
し
た
系
図
類
を
確
認
し
て
お
く
。
前
掲
『
由
緒
帳
』
の
奥
書
に
は
「
右

先
祖
之
事
、
芸
伝
来
仕
候
由
緒
、
祖
父
儀
、
御
家
へ
被
召
出
候
已
来
之
様
子
等
、
亡
父
権
兵
衛

申
聞
候
通
、
有
増
如
此
に
御
座
候
。
已
上
。
／
宝
永
五
年
六
月
四
日　

竹
田
庄
五
郎
判
／
小
塚

八
右
衛
門
殿
／
前
田
兵
右
衛
門
殿
／
右
は
、
加
州
大
守
へ
秦
廣
貞
見
利
居
士
呈
上
之
寫
也
。」

と
あ
り
、竹
田
権
兵
衛
広
貞
が
父
広
富
か
ら
聞
い
た
由
緒
を
記
し
た
も
の
と
分
か
る
。
広
貞
は
、

こ
の
『
由
緒
書
』
以
外
に
も
二
種
の
系
図
、『
秦
宿
禰
竹
田
金
春
家
略
系
』（
前
掲
『
金
春
十
七

部
集
』
所
収
）
と
『
金
春
大
夫
八
代
以
来
嫡
流
庶
子
略
系
図
』（
般
若
窟
文
庫
蔵
、
享
保
五
年

奥
書
）
を
書
き
残
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

（
9
）。

乱
拍
子
伝
授
に
関
す
る
記
述
を
見
る
と

『
秦
宿
禰
竹
田
金
春
家
略
系
』
に
は
な
い
が
、『
金
春
大
夫
八
代
以
来
嫡
流
庶
子
略
系
図
』
は
『
由
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緒
帳
』
と
同
じ
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
広
貞
と
は
別
筆
で
あ
る
が
、『
竹
田
権
兵
衛
広
貞
覚
書
』（
般
若
窟
文
庫
蔵
）
と
い
う

伝
書
が
あ
る

（
10
）。

こ
こ
に
も
乱
拍
子
伝
授
に
つ
い
て
の
記
事
が
見
え
る
の
で
掲
出
す
る
。

…
義
輝
公
将
軍
宣
下
賀
儀
御
能
之
時
、
金
春
太
夫
七
郎
喜
照
法
名

宗
瑞
道
成
寺
勤
仕
之
蒙　

厳

命
之
節
、
弥
左
衛
門
金
春
流
之
道
成
寺
之
囃
子
不
覚
語
之
旨
、
令
固
辞
ニ
ヨ
リ
、
四
郎
次

郎
ニ
道
成
寺
之
鼓
ヲ
令
伝
授
、
其
役
ニ
加
畢
。
弥
左
衛
門
ハ
美
濃
権
守
ニ
雖
聞
鼓
之
韋
、

蘭
拍
子
ノ
事
ハ
不
及
其
沙
汰
之
、
令
固
辞
畢
。
四
郎
次
郎
受
命
而
、
其
身
一
代
ハ
金
春
四

郎
次
郎
ト
号
…

宮
増
弥
左
衛
門
は
、
美
濃
権
守
に
鼓
の
革
の
事
を
聞
く
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
蘭
拍
子
に
つ
い
て

ま
で
は
聞
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
金
春
流
の
〈
道
成
寺
〉
を
打
つ
こ
と
が
で
き
な
い
と
固
辞

し
た
こ
と
が
見
え
る
。
や
は
り
、
美
濃
権
守
が
不
在
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
、
美
濃
権
守
が

没
し
て
〈
道
成
寺
〉
が
調
わ
な
く
な
っ
た
た
め
、
四
郎
次
郎
に
乱
拍
子
の
鼓
を
伝
授
し
た
と
あ

っ
た
『
由
緒
帳
』
と
同
じ
内
容
を
示
し
て
い
る
。

四
、
幸
家
に
お
け
る
伝
承
の
検
証

　

前
掲
『
享
保
六
年
書
上
』
傍
線
部
（
Ｃ
）
が
参
照
し
た
書
物
の
「
先
祖
五
郎
次
郎
留
置
申
候

家
書
」
は
、
幸
四
郎
次
郎
忠
能
の
子
、
幸
五
郎
次
郎
正
能
が
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
に
記

し
た
『
幸
正
能
口
伝
書

（
11
）』

で
あ
る
。
以
下
の
引
用
は
、『
幸
正
能
口
伝
書
』（
能
楽
資
料
集
成

13
）
に
よ
る
。
便
宜
上
、
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ
に
分
け
て
お
お
ま
か
に
意
訳
す
る
。

一
、（
Ｄ
）

南
都
春
日
殿
に
幣（

陪
従
）受

の
御
楽
あ
り
て
、
近
衛
様
、
京
都
よ
り
御
下
向
被
レ

成
、

一
七
日
の
御
参
詣
・
御
祈
念
被
レ

成
て
後
、
一
乗
院
殿
へ
御
出
被
レ

成
候
時
に
、
寺
門
よ

り
御
礼
に
、
金
春
太
七
郎
を
被
レ

召
、
御
能
ヲ
被
二

仰
付
一

時
ニ
、（
Ｅ
）

奈
良
た
か
ま
町
お

く
に
菅（

漢
宮
）

ご
う
と
申
宮
あ
り
、
其
寺
に
て
能
の
云
合
ア
リ
。
近
衛
様
よ
り
御
使
参
、
道
成
寺

御
所
望
ア
リ
。
太
七
郎
大
夫
、
四
郎
次
郎
仕
候
ハ
ゞ
可
レ
仕
候
由
被
二
申
上
一
候
時
、
我
等

親
申
や
う
ハ
、
太
夫
殿
道
成
寺
仕
た
る
事
無
二
御
座
一
候
間
、
い
か
ゞ
（
と
）
申
候
へ
バ
、

太
七
郎
殿
御
申
候
ハ
、
あ
し
く
バ
教
え
可
レ

申
由
被
レ

申
候
間
、
畏
た
る
と
申
上
候
。
云

合
過
候
て
、
太
七
郎
殿
御
相
伝
被
レ
成
候
。
立
て
御
ま
い
被
レ
成
、
一
二
度
打
。
態

（
わ
ざ
と
）、

我

等
打
そ
こ
な
い
候
て
、
七
郎
殿
御
教
へ
ど
も
能
〳
〵
覚
可
レ

申
候
と
て
打
ち
が
へ
申
候
へ

バ
、
又
立
候
て
足
を
よ
く
御
教
へ
被
レ

成
候
。
其
時
に
よ
く
覚
候
へ
バ
、（
Ｆ
）

其
時
ニ
、

太
七
郎
殿
被
レ

仰
候
事
ハ
、
貴
所
親
幸
大
夫
殿
、
我
等
親
の
禅
鳳
、
わ
き
を
頼
候
て
、
我

等
能
を
も
御
執
御

（
衍
）

立
候
人
に
て
候
間
、
其
御
は
う
し
忝
な
く
候
て
、
金
春
の
家
の
一
大

事
の
蘭
拍
子
に
て
候
へ
共
相
伝
申
候
上
ハ
、
幸
の
家
と
我
等
の
家
な
ら
で
ハ
有
間
敷
候

間
、
金
春
家
の
大
夫
不
レ
存
候
ハ
ゞ
相
伝
可
レ
有
候
由
被
レ
申
候
て
、
此
蘭
拍
子
伝
へ
に
て

候
間
、
世
に
ハ
不

（
衍
）

存
間
敷
候
。
…

（
Ｄ
）
春
日
社
で
陪
従
神
楽
の
奉
納
の
た
め
、
近
衛
様
が
京
都
か
ら
御
下
向
さ
れ
、
そ
の
御
礼

に
と
寺
門
が
、
金
春
太
七
郎
（
宗
瑞
）
を
召
し
て
能
を
仰
せ
付
け
た
。

（
Ｅ
）
近
衛
様
の
ご
所
望
は
〈
道
成
寺
〉
で
、
宗
瑞
は
四
郎
次
郎
の
鼓
で
あ
れ
ば
勤
め
る
と
し
、

四
郎
次
郎
に
〈
道
成
寺
〉
を
相
伝
し
た
。
足
遣
い
も
丁
寧
に
教
え
ら
れ
た
の
で
、
四
郎
次
郎
は

し
っ
か
り
と
習
得
で
き
た
。

（
Ｆ
）
宗
瑞
が
四
郎
次
郎
へ
乱
拍
子
を
相
伝
し
た
理
由
は
、
幸
大
夫
（
四
郎
次
郎
の
父
）
と
禅

鳳
（
宗
瑞
の
父
）
と
の
交
流
に
あ
っ
た
。
幸
大
夫
が
金
春
座
の
能
を
支
え
て
く
れ
た
人
物
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
奉
仕
に
対
し
て
金
春
家
の
秘
伝
の
乱
拍
子
を
相
伝
し
、
金
春
家
の
伝
承
が
途
絶

え
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
大
夫
が
乱
拍
子
を
知
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
幸
家
か
ら
相
伝
す
る
よ
う

に
と
言
わ
れ
た
。

　
『
享
保
六
年
書
上
』
で
は
省
略
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
近
衛
様
の
南
都
下
向
の
時
期
を
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絞
り
込
む
に
あ
た
っ
て
重
要
な
情
報
や
乱
拍
子
相
伝
の
詳
し
い
経
緯
が
『
幸
正
能
口
伝
書
』
に

は
見
え
る
。
と
く
に
乱
拍
子
相
伝
の
理
由
に
つ
い
て
、
幸
大
夫
と
禅
鳳
と
の
交
流
、
金
春
座
に

対
す
る
幸
大
夫
の
貢
献
の
大
き
さ
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
、
幸
家
と
金
春
家
と
の
結
び
つ

き
の
深
さ
が
窺
え
る

（
12
）。

　

ま
た
、
近
衛
様
の
南
都
下
向
の
目
的
が
、
春
日
社
の
「
幣
受
の
御
楽
」（
陪
従
の
神
楽
）
の

た
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
て
、
こ
の
宗
瑞
が
四
郎
次
郎
に
乱
拍
子
を
相
伝
し
た
と
さ

れ
る
陪
従
神
楽
は
い
つ
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

陪
従
神
楽
と
は
、
春
日
山
の
木
が
枯
れ
る
、
山
木
枯
槁
が
起
こ
っ
た
際
に
、
春
日
社
に
奉
納

さ
れ
た
神
楽
の
こ
と
で
あ
る
。
鎌
倉
期
に
は
氏
長
者
に
よ
っ
て
、
室
町
期
に
は
将
軍
家
の
命
に

よ
っ
て
奉
納
さ
れ
、
応
仁
文
明
の
乱
を
経
て
、
将
軍
家
の
支
配
力
が
大
和
に
お
い
て
衰
退
す
る

と
、
越
智
氏
、
筒
井
氏
、
十
市
氏
と
い
っ
た
国
内
の
有
力
な
武
士
が
、
摂
家
を
願
主
と
し
て
招

き
、
枯
槁
と
は
関
係
な
く
神
楽
を
奉
納
す
る
よ
う
に
な
る

（
13
）。

幸
四
郎
次
郎
忠
能
の
生
年
は
、『
多

聞
院
日
記
』
と
『
石
橋
勧
進
能
記
』
異
本
に
年
齢
に
つ
い
て
記
載
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
推

定
が
な
さ
れ
て
い
る
。『
多
聞
院
日
記
』
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
二
月
条
に
は
、
塙
備
中
守

直
政
の
薪
能
見
物
に
際
し
六
十
八
歳
ほ
ど
で
鼓
を
打
っ
た
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
推
定
永
正

六
年
（
一
五
〇
九
）
生
ま
れ
と
な
る
。
ま
た
、『
石
橋
勧
進
能
記
』
異
本
に
よ
れ
ば
、
永
禄
七

年
（
一
五
六
四
）
に
当
時
五
十
七
八
と
も
い
い
、
永
正
四
、
五
年
生
ま
れ
の
可
能
性
も
あ
る
。

没
年
は
、
天
正
七
年
安
土
宗
論
の
際
と
『
猿
楽
伝
記
』
所
引
小
鼓
伝
流
系
図
に
見
え
る

（
14
）。

　

次
に
「
近
衛
家
が
願
主
と
し
て
下
向
し
た
こ
と
」
と
「
近
衛
家
饗
応
の
た
め
の
金
春
大
夫
〈
道

成
寺
〉
演
能
」
の
二
点
に
注
目
し
て
、
四
郎
次
郎
の
活
動
時
期
と
合
致
す
る
陪
従
神
楽
を
『
興

福
寺
略
年
代
記

（
15
）』

よ
り
抄
出
す
る
。
ま
た
、『
興
福
寺
略
年
代
記
』
に
は
願
主
の
記
載
が
な
い

場
合
で
も
、
他
の
資
料
に
よ
っ
て
補
い
確
認
で
き
た
も
の
は
▼
を
付
し
て
そ
の
資
料
を
示
す
。

な
お
、〔　

〕
内
の
年
齢
は
、
幸
四
郎
次
郎
を
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
生
ま
れ
と
し
て
算
出

し
た
も
の
で
あ
る
。

①
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）〔
17
歳
〕

六
月
自
廿
日
至
廿
六
日
。
於
春
日
社
陪
従
神
楽
執
行
。
近
衛
准
后
太
閤
尚
通
公
太
政
大

臣
。
為
御
願
主
御
下
向
。
本
施
主
筒
井
順
興
。
律
師
立
願
果
遂
云
云
。
當
関
白
稙
家
公
。

尚
通
公
男
。
同
下
向
。
御
宿
坊
一
乗
院
。
同
自
廿
七
日
至
七
月
四
日
准
后
御
立
願
。
別

行
参
籠
五
日
未
明
御
退
出
。
仍
為
寺
門
不
誓
化
門
二
返
延
年
有
之
。
同
七
日
自
筒
井
御

翫
ノ
御
能
在
之
。
金
春
太
夫
致
沙
汰
了
。

②
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）〔
25
歳
〕

春
日
社
陪
従
神
楽
。
和
州
十
市
并
会
之
。
十
二
月
廿
三
日
ヨ
リ
御
願
主
近
衛
殿
。
施
主

十
市
遠
忠
。
正
預
祐
維
。

③
天
文
十
一
年
（
一
五
四
二
）〔
34
歳
〕

十
二
月
六
日
ヨ
リ
陪
従
御
神
楽
御
遂
行
。
御
願
主
近
衛
殿
御
方
御
所
。
施
主
十
市
遠
忠
。

正
預
祐
園
。

④
天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）〔
46
歳
〕　　
　

▼
『
言
継
卿
記
』

考
例
十
月
「
九
月
廿
六
」
春
日
陪
従
神
楽
。

筒
井
於
一
乗
院
御
翫
之
能
在
之
。
今
春
沙
汰
。

⑤
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）〔
54
歳
〕　　
　

▼
『
享
禄
天
文
之
記
』

十
一
月
十
三「
二
ィ
」日
陪
従
神
楽
修
。
松
永
弾
正
少
輔
沙
汰
。
七
ケ
夜
。
或
去
年
云
々
。

　

①
六
月
二
十
日
か
ら
二
十
六
日
に
か
け
て
、
春
日
社
に
お
い
て
陪
従
神
楽
が
執
行
さ
れ
、
願

主
と
し
て
近
衛
尚
通
が
、
息
子
稙
家
を
伴
い
下
向
し
た
。
本
施
主
は
筒
井
順
興
、
宿
坊
は
一
乗

院
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
陪
従
神
楽
が
終
了
し
た
翌
日
の
六
月
二
十
七
日
か
ら
七
月
四
日
に
か
け

て
、
尚
通
が
参
籠
し
、
五
日
未
明
に
退
出
、
寺
門
に
よ
る
二
度
の
延
年
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
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七
月
七
日
に
は
、
筒
井
順
興
に
よ
る
近
衛
尚
通
・
稙
家
饗
応
の
た
め
の
能
が
催
さ
れ
、
金
春
大

夫
が
こ
れ
を
勤
め
た
と
あ
る
。

　

関
連
記
事
と
し
て
は
、
内
閣
文
庫
蔵
『
経
尋
記
』
大
永
五
年
七
月
七
日
条
に
「
一
、
於
一
乗

院
、
筒
井
申
沙
汰
有
藝
能
〈
金
晴
大
夫
沙
汰
云
々
〉。
陽
明
御
翫
也
。
献
々
ニ
御
引
出
物
進
之
。

父
子
江
五
献
之
用
意
尋
常
々

云
々
。」（〈　

〉
内
、「
藝
能
」
の
横
か
ら
傍
記
。）
と
あ
り
、

一
乗
院
で
筒
井
に
よ
る
金
春
大
夫
の
能
が
催
さ
れ
、
陽
明
（
近
衛
）
を
饗
応
し
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。『
幸
正
能
口
伝
書
』（
Ｄ
）
で
は
、寺
門
か
ら
の
お
礼
と
し
て
の
能
の
催
し
だ
っ
た
が
、

『
興
福
寺
略
年
代
記
』『
経
尋
記
』
で
は
神
楽
の
施
主
で
あ
る
筒
井
順
興
主
催
の
能
と
な
っ
て
い

る
点
は
異
な
る
が
、
近
衛
家
が
願
主
と
し
て
下
向
し
た
こ
と
、
宿
坊
が
一
乗
院
で
あ
る
こ
と
、

金
春
大
夫
に
よ
る
饗
応
能
が
催
さ
れ
た
と
い
う
三
点
が
『
幸
正
能
口
伝
書
』
と
合
致
す
る
。

　

②
③
に
つ
い
て
は
、
願
主
と
し
て
近
衛
家
の
下
向
が
あ
っ
た
が
、
金
春
大
夫
の
能
に
関
す
る

記
載
が
な
く
、
他
に
関
連
記
事
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。

　

④
に
つ
い
て
は
『
言
継
卿
記

（
16
）』

に
記
事
が
あ
り
、
願
主
と
し
て
近
衛
前
久
が
南
都
へ
下
向
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
九
月
二
十
五
日
に
京
都
を
立
ち
、
十
月
三
日
に
南
都
を
離
れ

る
ま
で
の
間
、
詳
細
な
記
録
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、『
興
福
寺
略
年
代
記
』
に
あ
る
、
一
乗

院
で
の
金
春
大
夫
の
能
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
演
能
記
録
や
謡
本
の
借
用
に
つ
い
て

の
記
事
が
多
く
み
ら
れ
る
『
言
継
卿
記
』
で
あ
る
の
で
不
審
に
思
え
る
。

　

⑤
内
閣
文
庫
蔵
『
享
禄
天
文
之
記

（
17
）』

永
禄
五
年
条
に
「
十
一
月
十
三
日
ヨ
リ
十
九
日
マ
テ
陪

従
御
神
楽
、
弾
正
殿
ヨ
リ
御
執
行
。
御
名
主
様
近
衛
様
。
十
九
日
、
舞
殿
ニ
テ
伶
人
舞
御
所
望
。

…
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
衛
家
の
下
向
を
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
所
望
さ
れ
た

の
は
伶
人
舞
で
あ
り
、
金
春
大
夫
の
能
で
は
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
①
と
④
が
「
近
衛
家
が
願
主
と
し
て
下
向
」、「
近
衛
家
饗
応
の
た
め
の

金
春
大
夫
〈
道
成
寺
〉
演
能
」
に
合
致
す
る
の
で
、
他
と
比
べ
て
『
幸
正
能
口
伝
書
』
の
陪
従

神
楽
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
幸
四
郎
次
郎
を
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
生
ま
れ

と
考
え
る
と
、
①
は
十
七
歳
、
④
は
四
十
六
歳
と
な
る
。

　

弱
冠
、
十
七
歳
で
乱
拍
子
を
相
伝
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
少
々
早
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
な
く

も
な
い
が
、
大
永
五
年
と
い
う
年
は
、
四
郎
次
郎
に
と
っ
て
重
要
な
年
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
と

い
う
の
も
、
毛
利
博
物
館
蔵
『
鼓
之
大
事
秘
伝
書
之
事

（
18
）』

は
、「
大
永
五
年
二
月
吉
日
／
宮
増

弥
左
衛
門
尉　

在
判
／
幸
四
郎
次
郎
殿　

参
／
…
永
禄
十
二
己
巳
正
月
廿
四
日　

幸
五
郎
次
郎

　

元
能
（
花
押
）
／
進
上
輝
元
様
」
の
奥
書
を
持
ち
、
二
月
に
宮
増
弥
左
衛
門
か
ら
鼓
の
秘
事

を
ま
と
め
た
伝
書
を
相
伝
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
幸
正
能
口
伝
書
』
に
は
「
一
、

能
に
立
舞
の
次
第
、
十
二
段
。
是
ハ
、
金
春
禅
鳳
、
忠
能
に
御
能
御
指
南
ア
リ
テ
、
此
舞
の
は

こ
び
御
相
伝
の
時
に
」
と
し
て
、
舞
の
運
び
が
図
示
さ
れ
た
記
事
が
見
え
る
。
そ
の
奥
書
に
は

「
大
永
五
年
乙
酉
林
鐘
下
旬
書
レ

之
／
秦
□
鎮
竹
田
金
春
／
宇
治
幸
大
夫　

幸
四
郎
次
郎
殿
ま

い
る
」
と
あ
る
。
大
夫
の
名
の
は
じ
め
の
一
字
が
難
読
で
判
然
と
し
な
い
が
、
一
つ
書
き
の
内

容
か
ら
禅
鳳
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
四
郎
次
郎
は
、
大
永
五
年
六
月
に
禅
鳳
か
ら
は
舞
の
伝
書

を
相
伝
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る

（
19
）。

こ
の
こ
と
か
ら
、
四
郎
次
郎
が
こ
の
時
す
で
に
、
宗
瑞
か

ら
乱
拍
子
伝
授
を
さ
れ
て
も
問
題
の
な
い
技
術
を
備
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
①
と
考

え
て
も
さ
ほ
ど
不
思
議
は
な
い
。

　

確
た
る
証
拠
は
な
く
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
管
見
に
入
っ
た
資
料
か
ら
考
え
る
に
、『
幸

正
能
口
伝
書
』
に
あ
る
陪
従
神
楽
は
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
六
月
二
十
日
か
ら
二
十
六
日
の

こ
と
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、『
興
福
寺
略
年
代
記
』『
経
尋
記
』

と
も
に
演
目
の
記
載
は
な
い
が
、
七
月
七
日
に
筒
井
順
興
に
よ
っ
て
催
さ
れ
た
能
に
お
い
て
、

宗
瑞
の
〈
道
成
寺
〉
が
四
郎
次
郎
の
小
鼓
で
演
じ
ら
れ
た
可
能
性
を
考
え
た
い
。
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お
わ
り
に

　

煩
雑
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
改
め
て
ま
と
め
直
し
た
い
。

　

本
稿
で
は
『
由
緒
帳
』
と
『
享
保
六
年
書
上
』
幸
清
次
郎
書
上
を
出
発
点
と
し
、
乱
拍
子
の

相
伝
が
な
さ
れ
た
時
期
を
で
き
る
か
ぎ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
考
察
し
た
。

　
『
由
緒
帳
』
の
光
源
院
将
軍
宣
下
祝
儀
能
で
、
宗
瑞
か
ら
四
郎
次
郎
へ
乱
拍
子
の
相
伝
が
行

わ
れ
た
と
す
る
金
春
家
の
説
は
、『
元
服
記
』
に
よ
り
、
天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）
に
金
春

の
〈
道
成
寺
〉
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
囃
子
方
に
つ
い
て
の
記

載
が
な
い
た
め
、
幸
四
郎
次
郎
が
こ
の
時
〈
道
成
寺
〉
の
小
鼓
を
勤
め
た
か
に
つ
い
て
は
不
明

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
管
見
に
よ
れ
ば
『
由
緒
帳
』
以
前
に
右
の
説
が
見
え
な
い
こ
と
、
竹
田
権

兵
衛
広
貞
作
の
『
由
緒
帳
』
が
江
戸
期
金
春
家
系
図
の
嚆
矢
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
貞
に
よ
っ

て
こ
の
由
緒
が
作
り
出
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
た
。

　

近
衛
様
南
都
下
向
の
際
の
こ
と
と
す
る
幸
家
の
説
に
つ
い
て
は
、
近
衛
家
の
南
都
下
向
の
目

的
が
陪
従
神
楽
奉
納
で
あ
っ
た
と
『
幸
正
能
口
伝
書
』
に
見
え
た
こ
と
か
ら
、
幸
四
郎
次
郎
の

活
動
時
期
と
合
致
す
る
陪
従
神
楽
を
、『
興
福
寺
略
年
代
記
』、『
経
尋
記
』
な
ど
に
よ
っ
て
検

討
し
た
。
四
郎
次
郎
が
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
に
宮
増
弥
左
衛
門
、
金
春
禅
鳳
か
ら
伝
書
を

相
伝
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、金
春
家
と
幸
家
の
〈
道
成
寺
〉
乱
拍
子
伝
授
は
、大
永
五
年
（
一

五
二
五
）
六
月
の
陪
従
神
楽
の
た
め
に
下
向
し
た
近
衛
尚
通
の
所
望
で
演
じ
ら
れ
た
〈
道
成
寺
〉

申
合
せ
の
際
に
な
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
に
至
っ
た
。

　

習
事
や
秘
伝
に
ま
つ
わ
る
言
説
は
、
多
く
の
伝
書
に
似
通
っ
た
も
の
が
見
え
、
誤
伝
や
伝
説

も
混
じ
り
、
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
、
由
緒
書
や
書
上
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の

主
張
が
強
く
表
れ
、
そ
の
こ
と
が
伝
承
の
実
態
を
掴
み
難
く
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
ら

の
説
を
整
理
し
、
解
き
ほ
ぐ
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
習
事
や
秘
伝
の
伝
承
の
実
態
に
辿
り
着
け

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
乱
拍
子
を
め
ぐ
る
言
説
は
非
常
に
多
く
、
本
稿
で
扱
う
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
そ
の
中
の
ほ
ん
の
一
部
で
あ
る
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
乱
拍
子
に
つ
い

て
の
伝
承
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

注（
1
） 

表
章
氏
「
多
武
峰
の
猿
楽
」（
初
出
『
能
楽
研
究
』
創
刊
号
、
昭
和
49
年
。『
大
和
猿
楽

史
参
究
』
岩
波
書
店
、平
成
17
年
所
収
。）
や
小
田
幸
子
氏
「
道
成
寺
乱
拍
子
の
成
立
」（
粟

谷
益
二
郎
廿
三
回
忌
追
善
粟
谷
兄
弟
能
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
昭
和
54
年
。）
に
詳
し
い
。

（
2
）
坂
元
雪
鳥
編
、
能
楽
史
料
第
２
篇
、
わ
ん
や
書
店
、
昭
和
42
年
。

（
3
） 

伊
達
吉
村
の
生
年
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
〜
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
の
中
で
戌

の
年
は
、
天
和
二
年
〔
二
歳
〕・
元
禄
七
年
〔
十
四
歳
〕・
宝
永
三
年
〔
二
十
六
歳
〕・
享

保
三
年
〔
三
十
八
歳
〕・
享
保
十
五
年
〔
五
十
歳
〕・
寛
保
三
年
〔
六
十
二
歳
〕
で
あ
る
。

伝
書
の
内
容
か
ら
し
て
、
早
く
と
も
宝
永
三
年
、
享
保
十
五
年
な
い
し
寛
保
三
年
に
書

写
し
た
と
見
る
の
が
妥
当
だ
と
考
え
る
。

（
4
） 『
隣
忠
見
聞
集
』
に
は
「
今
春
の
七
太
夫
と
て
七
人
の
連
太
夫
あ
り
」
と
し
て
、
春
日
太

夫
・
宮
王
太
夫
・
大
蔵
太
夫
・
幸
太
夫
・
孔
雀
太
夫
・
虎
太
夫
・
喜
多
太
夫
を
あ
げ
る
。

（
5
）
野
々
村
戒
三
『
金
春
十
七
部
集
』
春
陽
堂
、
昭
和
７
年
所
収
。

（
6
）『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
三
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
七
八
年
。

（
7
）
続
群
書
類
従
完
成
会
『
群
書
類
従
』
第
二
二
集
武
家
部
、
昭
和
34
年
。

（
8
）
能
勢
朝
次
『
能
楽
源
流
考
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
13
年
。）
に
詳
し
い
。

（
9
） 

表
章
・
伊
藤
正
義
『
金
春
古
伝
書
集
成
』（
わ
ん
や
書
店
、
昭
和
44
年
）「
附
録　

金
春

嫡
流
并
庶
流
系
図
」
の
〔
資
料
解
題
〕
に
よ
る
。

（
10
） 『
竹
田
権
兵
衛
広
貞
覚
書
』
に
は
、
少
な
く
と
も
二
人
の
筆
が
確
認
で
き
る
。
広
貞
の
自

筆
と
比
較
す
る
と
、
そ
れ
と
は
異
な
る
筆
に
よ
る
部
分
が
大
半
を
占
め
る
。
そ
の
別
筆

部
分
の
は
じ
め
の
丁
、右
下
に「
広
憲
」の
印
が
捺
さ
れ
、末
尾
に
も「
金
春
甚
三
郎（
印
）」

と
署
名
が
見
え
る
の
で
、
広
貞
の
息
子
、
甚
三
郎
広
憲
が
広
貞
か
ら
伝
え
聞
い
た
説
を
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記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
11
） 
能
楽
資
料
集
成
13
、
わ
ん
や
書
店
、
昭
和
59
年
。『
幸
正
能
口
伝
書
』
の
内
容
を
要
約
し

た
も
の
が
『
享
保
六
年
書
上
』
の
幸
清
次
郎
書
上
で
あ
る
こ
と
は
、
竹
本
幹
夫
氏
の
解

説
に
詳
し
い
。

（
12
） 『
禅
鳳
雑
談
』
に
「
一
、
永
正
十
三
年
、
六
日
、
式
日
能
あ
る
。
脇
相
生
也
。
七
良
、
か

き
つ
ば
た
あ
り
。禅
鳳
と
く
ら
か
け
に
て
見
物
申
候
。舞
少
候
て
わ
る
く
候
よ
し
被
レ
申
候
。

車
僧
有
。
七
日
能
帰
に
、
是
は
よ
い
と
申
候
。
父
子
、
四
良
二
良
同
道
。
大
夫
は
被
レ

留
候
。
…
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。『
金
春
古
伝
書
集
成
』
頭
注
で
は
こ
の
禅
鳳
・
七
郎

（
宗
瑞
）
父
子
と
同
道
し
て
い
る
「
四
良
二
良
」
を
、
宝
生
座
大
鼓
方
の
威
徳
四
郎
次
郎

と
さ
れ
る
が
、『
幸
正
能
口
伝
書
』
に
あ
る
禅
鳳
と
幸
大
夫
と
の
交
流
を
考
え
る
と
、
威

徳
で
は
な
く
幸
四
郎
次
郎
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

（
13
） 

池
和
田
有
紀
氏
「
戦
国
期
の
南
都
神
楽
│
そ
の
費
用
と
運
営
│
」『
書
陵
部
紀
要
』
二
〇

〇
三
年
。

（
14
）
前
掲
、
竹
本
氏
「
解
説
」
に
よ
る
。

（
15
） 『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
九
集
下
。『
興
福
寺
略
年
代
記
』
は
、
天
正
四
年
ま
で
の
年
代

記
で
、
幸
四
郎
次
郎
の
活
動
時
期
前
後
の
陪
従
神
楽
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　
　
　

・ 

永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）「
九
月
十
五
日
春
日
山
木
枯
槁
七
千
餘
本
。
陪
従
神
楽
。
従

武
家
行
之
。」

　
　
　
　
　

・ 

永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）「
考
例
云
。
三
月
十
七
日
陪
従
神
楽
。
義
澄
沙
汰
之
。
山
木

枯
槁
之
御
祈
祷
云
々
。
十
七
ヨ
リ
七
ヶ
夜
。」

　
　
　
　
　

・ 

天
文
元
年
（
一
五
三
二
）「
十
二
月
十
八
日
ヨ
リ
陪
従
御
神
楽
執
行
。
御
願
主
九
條
殿
。

施
主
十
市
近
忠
。
正
預
祐
経
。」

　
　
　
　
　

・ 

永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）「
考
例
云
。
十
一
月
十
二
日
陪
従
御
神
楽
執
行
。」

（
16
）
巻
三
、
太
洋
社
、
昭
和
16
年
。

（
17
）
宮
本
圭
造
氏
ご
教
示
。

　
　
　 『
興
福
寺
略
年
代
記
』
に
挙
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
記
事
で
、『
享
禄
天
文
之
記
』
弘
治

三
年
（
一
五
五
七
）
九
月
条
に
「
同
月
筒
井
殿
倍
従
御
神
楽
御
沙
汰
有
之
。
…
」
と
新

た
な
記
事
が
見
え
た
が
、
こ
れ
も
近
衛
家
の
下
向
、
金
春
大
夫
の
能
に
関
す
る
記
載
は

な
く
、
筒
井
氏
が
施
主
と
な
っ
て
陪
従
神
楽
を
奉
納
し
た
こ
と
の
み
が
知
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。

（
18
）
宮
本
圭
造
氏
ご
教
示
。

（
19
） 

竹
本
氏
は
「
解
説
」（
前
掲
）
に
お
い
て
「
親
幸
大
夫
の
登
場
す
る
本
書
460
条
（
深
澤
注
、

前
掲
「
一
、
南
都
春
日
殿
に
幣
受
の
御
楽
あ
り
て
…
」
の
条
）
は
、
幸
流
の
乱
拍
子
秘

伝
の
正
統
性
を
主
張
す
べ
く
、
四
郎
次
郎
親
と
さ
れ
る
幸
大
夫
と
氏
昭
の
親
で
あ
る
禅

鳳
と
の
親
密
な
関
係
を
こ
と
さ
ら
強
調
し
た
印
象
の
強
い
一
文
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
大

永
五
年
奥
書
の
禅
鳳
か
ら
四
郎
次
郎
へ
相
伝
さ
れ
た
と
す
る
舞
の
伝
書
に
つ
い
て
も
に

わ
か
に
は
信
じ
難
い
内
容
で
あ
る
と
の
ご
指
摘
が
あ
る
。
注
（
12
）
で
指
摘
し
た
『
禅

鳳
雑
談
』
の
「
四
良
二
良
」
が
幸
四
郎
次
郎
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
幸
大
夫
と
禅
鳳
と
の

親
交
が
あ
っ
た
と
す
る
説
の
傍
証
と
な
り
得
る
と
考
え
る
。

※ 

本
稿
の
引
用
資
料
の
う
ち
、『
道
成
寺
習
之
口
伝
書
』（
能
楽
研
究
所
蔵
）、『
竹
田
権
兵
衛
広

貞
覚
書
』（
般
若
窟
文
庫
蔵
）、『
経
尋
記
』（
内
閣
文
庫
蔵
）、『
享
禄
天
文
之
記
』（
内
閣
文

庫
蔵
）、『
鼓
之
大
事
秘
伝
書
之
事
』（
毛
利
博
物
館
蔵
）
に
つ
い
て
は
私
に
句
読
点
を
補
っ
た
。

（
付
記
） 

本
稿
は
二
〇
一
二
年
一
月
の
能
楽
研
究
所
主
催
若
手
研
究
会
に
お
い
て
の
発
表
に
基

づ
い
て
い
る
。
ご
教
示
を
賜
っ
た
方
々
に
末
筆
な
が
ら
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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